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選択式サイクリック･スーパビジョン装置

本装置は変電所の配電線遮断器および配電線上の区分開閉器の開

閉状態を給電指令所のグラフィック監視盤上にランプ表示させて配

電系統全体の運転状態を常時監視し,配電サービスの向上をはかる

ために使用される｡

本装置は配電線故障の場合,これを選択する選択装置と,その故

障配電線の遮断器および主変2次遮断器の入,切状態を共通の1チ

ャンネルを使用して伝送表示するトランジスタ式サイクリック･ス

ーパビジョン装置から成っている｡

したがって,スーパビジョン装置は30ポジションであるが,選

択装置との組合せにより,主変2次遮断器およぴ18匝l線の配電線の

遮断器と,それに付属する区分開閉器の開閉状態および保護リレー

の種別など合計147項目の表示を行なうことができる｡

1.装置の概要

図lは本装置のブロック図である｡送信側では遮断器,【去分開閉

器の補助接点あるいは故障区間表示器の出力を本装置の入力とし,

常時は図2(a)に示すように,起動信号,主変2次遮断器3台の開

閉信号につづいて切信号を繰返し伝送している｡配電線事故が発生

すると選択装置により,その配電線を選択し,配電線名,遮断器と

その配電線上の5台の区分開閉器の開閉状態および2個の保護リレ

ーの動作表示がスーパピジョン装置に与えられる｡スーパピジョン

装置ではこの信号を走査回路により一定順序で繰り返えし走査し,

一定時間連続的に受信装置に送る｡図2(b)はこの時の伝送符号で

同時に二つの配電線に事故が起きたときの送信信号を示す｡受信装

置では到着した起動信号および表示信号を分離してこれを記憶回路

に入れる｡記憶回路の出力は選択装置に与えられ,選択装置は故障

配電線に対応する遮断器,区分開閉器および動作リレーの表示ラン

プを選択点灯する｡配電線が正常に復旧すると約3分で選択装置が

復帰して次の故障発生に備える｡また切換開閉器による切換により,

18回線の配電線遮断器のみを常時監視することもできる｡

本装置に使用している単位符号は図2(c)に示すようにマークと

スペースの長さを等しくした独特の自己検定符号を使用しているの
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で伝送路上の誘導や雑音によるパルス割れやパルスの延びをただち

に検出できる｡

装置の構成は送信側選択装置およびスーパピジョン装置を1架に

収容し,また受信側では1架に2系統分を収容している｡

図3は中部電力株式会社本町変電所設匿の送信装置,図4は名古

屋現業センター設置の受信装置を示す｡

2.装置の特長

(1)30ポジションのスー/くピジョン装置を使用して,配電線18

回線分,合計147項目の遠隔表示を行なうことができるので経済

的であり,かつ表示所要時間が短い｡

(2)装置の符号方式は独特の自己検出符号を採用し,さらに機

器の状態変化時のみ選択受信を行なっているので,誤表示のおそ

れほまったくない｡
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(3)信号伝送路は50ポー,1チャ

ンネルでよく,また表示の所要時間

は1ポジショソ当り80msである｡

(4)選択装置にはワイヤスプリン

グリレー,スーパピジョン装置にほ

トランジスタを使用しているので,

信頼度が高く,安定である｡

(日立製作所電検事業部)
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日立電車用SCR制御式交流電動発電機(仙6)用調整器

近年,交通機関の発達にともない,積載機器の小形軽量化および

保守点検の簡略化による輸送能力の向上が急務となっている｡

このはど開発し,京王帝都電鉄株式会社および近畿日本鉄道株式

会社に納入したSCR式MG用調整器は,従来の磁気増幅器式また

はトランジスタ式とくらべ上記の性能を満足するものであり,良好

な試験結果が得られた｡以‾‾Fその概要を紹介する｡

】.動 作 原 ≠聖

図1は木調重器のブロック線図を示す｡すなわち,MG出力電圧

の調整は,ツェナーダイオードを含むブリッジ回路でその変動を検

出し,この検出量に応じて位相制御回路によりSCRの点弧角を変

えて,発電機界磁電流を調整する｡また周波数の調整は,共振点の

異なる二つのL-C直列共振回路でその変動を検出し,この検出量

に応じて位相制御回路によりSCRの点弧角を変え,電動機他励界

磁電流を分巻界磁に対して2方向に調整する｡

2.仕様 と性能

仕様と性能を表1に示す｡

3.特 長

(1)制御精度が高く安定した特性が得られる｡

電車線電圧-40%から＋10%,および負荷0%から100%の

変動に対して,MGの出力電圧および周波数は定格値の±5%以

下に押えられる｡過渡特性は良好である｡

(2)小形軽量である｡

従来の方式で使用されていた電圧調整回路の変流岩旨やリアクタ

類がすべてSCR化されたため,表2および図2に示すように大

幅に小形軽量化された｡

(3)大容量MGへの適用が可能である｡

トランジスタ式の場合にはトランジスタ素子の容量に制限され

ていたが,SCR素子ほ大容量のものも容易に入手できるため,数

kVAから数百kVAのMGまで適用可能である｡

(4)広範囲な互換性がある｡

従来の方式では,電圧調整回路に変流器やリアクタ類による負

荷補償回路を使用していたため,MGの容量,出力電圧および相

数が変われば調整器もそれに応じて変更しなければ使用できなか

ったが,本方式では,これらのMG仕様が大幅に変わっても調
整器の一部タップ調整だけでそのまま共用できる｡したがって,

各種MGに対して調整器の予備品は少なくて済む｡

(5)保守取り扱いが簡単である｡

図3に示すように,各SCR制御回路をトレイ構造としている

ため,点検および予備品との交換が容易である｡またMGの出力

電圧および周波数の微調整は,トレイ前面に設けられた可変抵抗

器によって簡単に行なうことができる｡

(6)良好な過渡特性が得られる｡

電動楼の他励界磁電流を分巻界磁に対し和･差動の二方向に調

整して電動機の回転数(すなわち周波数)制御を行なっているた

め,定格入力電圧で電動機分巻界磁巻線にほほ100%の界磁を与

えることができ,他励界磁の一方向調整方式に比較して入力電圧

急変時の過渡特性が安定であり,また調整回路が万一断線した場

合などにも危険な過速度に達することがない｡

(日立製作所車輌事業部)

蓑1SCR式MG用調整器の仕様と性能

納 入 先

仕
様
有
能
､

MG 容 品

MG 出力電圧

MG 周 波 数

MG 相 数

川力電圧変動

周 波 数 変 動

京王帝都電鉄株式会社

7kVA

200V

60′､

291

200V±5%以F‾

60′､±5%以下

近畿日本鉄道株式会社

11kVA

lOOV

60へJ

3¢

100V±5%以下

60～±5%以↑-

表2 SCR式MG用調整器の従来方式に対する比率

二≡≡軍‾‾
＼

.‾‾

＼

ここ車ノ
従来の方式

SCR式

MG用調整器

入力

-94-

重 量

体 積

SCR凶y各

SCRL朋打

ト ラ ソ ジ

7kVA

49%

58%

ス タ 式

11kVA

33%

41プg

磁気増幅器式

75kVA

21%(推定)

24%(推定)
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図1SCR式MG用調整器ブロック緑園

トランジスタ式 SCR式

図2 トランジスタ式とSCR式との比較
(12kVA MG用調整器)

図3 SCR制御回路(トレイ内部)

～1i力
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日立油中辛ャン.ドモートルポンプ

最近のガソリンスタンドでは一個所に多くのガソリソ計量機を設

置する傾向にあり,これらの計量機への集中給油方式が採用される

機運にある｡集中給油方式とは従来各計量機に設けてあったポンプ

を廃止し,図1に示すように1台のポンプで数台の計量機に給油す

る方式で,このためガソリンタンク内で安全に運転できるモートル

とポンプを一体化したポンプ(以下油中モートルポンプと呼ぷ)の

開発が要望されてきた｡

この要望にこたえ,口■1土製作所においてこのような油･11モートル

ポンプを試作完成したので,その仕様,特長および用途について概

要を説明する｡

1.仕 様

油中モートルポンプの試作仕様を表】に示す｡また図2に製品の

外観を示すが,ガソリンは下部の吸込口から吸い込まれ,モートル

外周を通り上部の吐出口より各ガソリン計量機に給油される｡

2.特 長

油中モートルポンプは次の特長を持っている｡

(1)特殊防爆構造としているのでガソリン,軽油のような可燃

性液中でも安全に運転でき,万一モートル内部に異常が生

じてもモートル外部の可燃性液体に危険を及ぼさない｡

(2)固定子内径に金属板を張り,使用液より固定子を保護する

とともに接触する恐れのある部分には無火花性の材料を使

用して安全性を強化している｡

(3)ポンプ仕様に対するモートル出力に余裕をもたせ温度上昇

を低くし安全性を高めている｡

(4)ポンプ吸入口およびモートル部に炉過体を設け,じんあい

による事故を防止している｡

(5)ガソリン,軽油に対する塗料などの防食を十分に考慮して

いる｡

(6)モートル内部に爆発性ガスの発生および空気の侵入がない

構造を採っている｡

(7)軸受はすべり軸受でモートル内部のガソリンや軽油により

潤滑を行ない,これらの低粘度液に耐える軸受材を使用し

ているので長期の運転でも安定している｡

(8)この油中モートルポンプの使用により批付面積の有効活用

ができる｡

l表 地中モートルポンプ仕様

ポ
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モ
ー
ト
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ポ

容
揚
締
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任切

式
且
皿
程
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0V-MV

320りmin

O.8kg/cm2

2.7kg/cm2

一モ

出
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周
極
相
回
絶

波

転
緑

式
力
件
数
数
数
数
級

形
VTXX-K(語諾提要三野ドトト′し)
1.5kW

200V

50c′/s〔60c/sにも任用可)

2 椿

3 相

3,000rpm

B 種

-95-

3.用

ガソリンスタンドの給油用

ガソリン,軽油などの送油用

その他可燃性液体の送油用

ガソIjン計竜機

⊂コ ⊂コ

途

(日立製作所商品事業部)
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重 油 だ き

39年度に重油だきとして開発された日立温風暖房

機HP-200,Hfし300形は40年度に種々改良が加えら

れ,さらに大容量のHP-500形(最大放熱量500,000

kcal/h)が新たに開発された｡

全機種とも極低温の地域でも初期着火および燃焼の

安定な目立独特の重油予循環方式が採用されている｡

またパージ方式の重油バーナ(HP【200,HP-300形は

プリパージ方式,HP-500形はプリパージ,ポストパー

ジ方式)が採用されている｡HP-500形はさらに高燃

日 立 温 風 暖 房 機

表1 主 要 仕 様

形 式

最 大 放 熱 量

外法寸法(高×幅×奥行)

使 用 燃 料

噴 燃

凰

械 外

煙

電･

製

概 略

焼一低燃焼自動切換装置と完全自動ダンパ制御装置を ‾

具備している｡全椀種ともダクト専用機であるがプレ

ナムチャンバーも取付可能である｡

以下,その構造,仕様および特長について概要を説明する｡

有 効 静

突

品 垂

暖 房 面

1.構 造

図1に重油だき日立温風暖房機の外観を示す(HP-200形)｡図2

はその構造図である｡下部に送風機を,上部に横形フィンチューブ

式熱交換器を配置し,燃料は右側のオイルバーナによって噴射され

燃焼する｡燃焼ガスは熱交換器内を通過して上部後方の煙突から排

出される｡オイルノミーナの横にのぞき窓が付いており,燃焼状態を

外部から容易に観察できるようになっている｡一方下部のエアフィ

ルタで除塵された空気は送風機で熱交換器の周囲に送られ,効率よ

く熱交換された温風は頂部に設けてある吹出口より磯外に吹き出さ

れる｡加湿装置は熱交換器ヘッダの_L吉l如こ取り付けてあり温風を加

将するようになっている｡

2.仕 様

表lに重油だき日立温風暖房機の主要仕様を示す｡

3.特 長

(1)燃料にはAおよびB香油を用いるので経済的である｡

図1 重油だき日立温風暖房機(HP-200形)
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(7)
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-96一

kcal/h

mm

りh

Nm3/min.

mmAq

mm

kg

m2

HP-200

200,000

2,500×1,600×1,260

†IS K2205

26

240

30

320申

1,150

650～2,000

f｢P-300 tIP-500

2,5｡｡ごて諾:1,400‡2,知｡≡芸諾笠1,6001種(A重油) および2種(B重油)

39

360

30

350申

A.C,3卓,200/220V,

tl,ふ竺;,｡｡｡

65(高燃焼時)

480

30

400¢

50/60ヘノ

l;:三…3～5,｡｡｡

押ボタソスイッチを押すだけであとは完全自動運転を行な

うので操作が簡単である｡

全ステンレス鋼製のフィンチューブ式熱交換器を使用して

いるので熱交率が高く耐久性がある｡

本体がコンパクトにまとめてあり占有面積が小さい｡

コンビネーションコントロール,プロテクトリレー,安全

スイッチ,マグネットスイッチ,油温インターロックスイ

ッチ,オイルヒータハイカットスイッチ,パージ磯構,炉内

正調節器,過熱防止用温度ヒューズ,リミットコントロー

ル,表示灯などの安全装置が完備してあるので安全である｡

目立独特の重油予循環方式を採用しているので油の粘度の

高い極低温地域でも安定した初期着火燃焼が得られる｡

サブタンク兼用のオイルヒータを使用しているので配管が

簡単である｡

A電油,B電油切換操作が簡単である｡

(日記製作所汎用株事業部)
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日 立 温 風 暖 房 機 HR-80′150

=-ン湖+武暖如機HR形ほ∴没掛人血桜を必変としない人外つり力

式の脚軒形温風暖府城である｡広範囲な床面への温風分配にもダク

トを必変とせず,またその煉ノJな温風分配プJにより室内_上卜の温度

某を俸′+､にする能ノノな十j‾し,_l二場･倉樺･体育館など人外の成し､Jプニ

い,､甘浪主に伊州できる温風暖如機である1

1.仕 様

l川堤吼暖カブ機HR形叫_モニはうご表1にホす√.またその､J-i+(何を図

2に′Jミす､1

2.構 造

水温風暖由機の恥告ほ,小火祁に/∴一ナ,燃焼1_il■l■j端に削帆み

吐汁ける温風フアンをも‾ら,そのIF=りをダクト状の長い繋モ交換詩話とし

たま/--,たく新しい構想のものであるrノ温風フ7ンの叶とlり風速を利川

して点し､つり位粁からでも十分温風が下まで到止川I能であるr_､比較

l′咋川乞いつF)付二荘の場合にほ吐王1_げリルを取付けることにより‾‾1､一向き

風速な減少するとともに爛州への分配を増すことができる.二!

この暖娼機にほ,運転操作が容易なリモートコントロール川制御

操作盤が付属していて,押しボタンスイッチを押すだけで和上1動運

転が行なわれ,暖房j心よび盛期送風〕壁転が白山に行なj-)れる脂造で

ある.1

3.用 途

=1'./二温風暖房機HR形ほ,_1二場,倉樺,体育館,温室など天井が

止こく高い室内の暖房として汀jいると,最もよくその特長をホすこと

ができる｡

4.特 長

(1)天井よりつり1､＼げる隅造になっている｡-ノ したがって据付床

痢積は不要で,洗面構および壁面を有効に利用することができる｡

(2) ダクトと熱交換語注を兼ねているので,混凪分配のためにダ

クトを設罠する必要がなく,ダクト据付に必要な空間を有効に利

川することができる｡またダクトト事官尊も不要となり,経費な節

約することができる㌧｡

(3)温風フアンによる慮ノブなアん-L帆の分配プJと卜｢恥塙狙空気の峻

jろ術塀により宝l勺のトトの氾性差が梅小となり,高い榔刹埠を発

仲兄11｡

プ
〆叫__

331_

岡1 R在温風暖房機 HR-150形

去1 お も な 仕 様

形 式

坦__ [】

空 調 作 用

尾 大 放 熱+追

使 川 燃 料

噴燃-r｢i二(連続燃焼時〕

排ガスソ7ン朴モータ

凪 血

温吼ファン用-t-1タ

電 源

製と 占占 崩 り上

kcal/h

J/h

Nm3/min

kg

HR-80

暖 房,

80,000

一送
-

川期一■夏

灯 油 ま たは

10.5(最大)

HR-150

風

150,000

解 約

19.5 ぐ属人J

0.4kW 4俸

65′72 l125/140
㌫誌面▼右前可て前‾㌻云

AC 3¢ 200V 50/60～

512 1 864

揮する｡

(4)すぐれた機構により,燃焼が完全に行なわれ,熱効率も高

く,燃料の椚群が節約さメ1る｡

(5)人外付近につり下けるので,椎柴が短くてすむ｡

(6)拙作盤の押しボタンスイッチを押すだけで運転操作ができ

る乍J`1割判御機‡そこ壬を術えている｡

(7)り半冷気小での始動も燃焼がノー女止していて,スイッチを押す

とすぐ起動する.｡また爆発的燃焼を行なうことがなく,燃焼制御

叫帥;帥)I新田となることがないのでまったく安全である｡

(Rl∫(‾製作所汎用機一寸事業部)
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超耐熱マイカプレート仙P5000

マイカほ電㌔も絶縁性のほかi･こ耐熱性などの

物矧'州性質,および化一､羊的一女止性において現

れ三でも電気絶縁材料として損もすく､､れている

ものの一つである｡

l‾ll棚寸熱マイカ‾矧■■j】一にほこれまでMP50,

MP500系があり,それぞれiiとして電熱諾一圭

其の絶縁に佐川されているが,さレJに一段と

耐熱性を改良した凪耐熱てイカプレーーートMP

5000をこのたび偶発した｡

MP5000にほ特殊な撫械告接√捕りな川い

て一ざiり,耐熱性ほもとよりノ女射牛のよい性能

0

ハU

l

ハU

l1
｢ニラ

三
¥
漕
空

x ll上)50-0.5

0 MP500
-0,5

● ト1P5000-0.5

ム 咄H′トマイカ

㌔≧
50U 6りU 7U(】 80P 9りO

r】土 ‾(_ニ)

(二芥払=皇30分F川処理)

Lズ11
∫丁甜‖川tl熱姑与.吐によろ絶絨寸代抗J)餐化

を右し二卜業川,ノ家庭川花㌔発熱体の′右㌔も絶縁

偶成川材料として上弦も適している-.以下柑咋の-▲端;について糾夕卜

するっ

1.特 長

(1)摘批に.ナゴける絶総統抗がすく､､JLている.-ノ

JIS-C2116に触止された80mIm作2kgの√.一己梅による純綿鵬抗

の測ン山こよF)依田/Lマイカは700℃以卜になるとてイカJ卜本釈の

分解のためふくjLを′J二ずるが,MP50〔)0は900℃にぉいても`女ンと

した件拭をイfしている(図1)〕

(2)痛弘ミ血1熱しても■L---一日が`女ンLしている｡

図2ほ糾比度に心いて30分lぎ†】加1熱した切ナナの･托鼓の加憾七城量

の変化を′JミすrMP5000ほMP50,MP5()0に比べて加熱減量が′ト

さく,900℃iこおいても1.5%である｡また艇アモ/卜マイカノJほ700

｢Cを越えるとマイカの弘l■,-が内▲･■耶で分解し糸.1iふ■-水がでて加熱減量

れ○故に増大する｡なお500℃の-･ンL氾度にして鐘崎i川加熱した

域介ヰ､3～511榔11でほほ-･ン上となり,MP5000の減量は1%以卜で

ある｡

(3)加熱による光雄がなく,､1`法変化が小さい｡

MP5000-0.30を川いてトースタ川ヒータを作成すると芥通電

条件(W/cm2)においてまったく光炸や想_ジ主がない｡また､ト法変化

においてほ,長さノルJの食化ほ/上÷-7イカとほぼ同柑生であり,厚

さの変化においてほ加熱後一.｢榊‾.ミ,に打川ルた変化量ほ加熱により約

2†｢一†に増加する｡

図3は高指.L処珊後のリl破り徹さを′+七したものである MP500

ほ加熱により大きく帆下するれMP5000は加熱により接茄剤が

あまり影繁をうけないのでその低‾卜ほわずかである._.これほMP

5000が開放状態で加熱されるトースタヒータのような川途に娼

(
羞
E
∈
爪
丁
､
ヱ
〉
小
二
Ⅷ
芸
三
】

1】tJ5りUU り.5

1け5()0 り.5

50nl二 500□c 600``C 70()Lc

3nlナ 11】川;1 11L川】 l咋rE㌔ま

川31丁'Ti糾加熱縁の･ル肘旗さの変化

｢二｡■妻ニー〔

× MP50
-0.5

0 1†P500--().5

● 11P500(ト0.5

△ 咄門■トノイ1･

5()() 6()り 700 日(州 別)り

†～`11芝 LJ(ニノ

〔糾仏性30クフ･l川処雌〕

川21ミ∫;川川倒洞.I生による加熱減ii‡:の変化

ノミ2 MP 5()00 の､ト法と計解差

二し

MP5〔)()0

i】‾出さ(′mmノ

咋Jご厚さ

り.3

り.4

仇5

詳 解 差 (mm.)

幅入1主さl各∴別事さ

コ 455)く910

i三;;:;::
`)●8!455×910
1.O 1455ン(9川

＋
一
十
一
＋
一
＋
一
＋
一

iFJそノ博さl 帖 +Jミ さ

＋
一
十
一

十
一
＋
一
＋
一

＋
一
十
一
十
一
＋
一
＋
一

＋
一
＋
一
･
-
一
十
一
･
T
一

していることを′Jミしでbり,MP5〔州)の大きな特1･主の--･つである｡

(‾4)れ▲ら抜き加l二ができる｡

JIS--C2116による切断件の.言ぺ験においてまったくハカ､､レ小山を

認y)ず,r7ソシヤ1･て〔どのfj-‾ら抜き加1二懲も■■■-■の笹望j拉に過している‥

2.用 途

ノこ別Lてつざの2稚狂ゎニケバナレJjtるr)

(1)トーースタ,アイロン,かま,ポットなどの′■昆熱㍑詩失権熱休

人〔髄,スペーサ,ワッシヤなどの電災絶縁

(2) ノミンドヒータ,スペースヒーグ,′.に㌦匁iなどl二濃川`f左㌔七光

熱体人ヒ態

/ミンドヒータl凋繰は難字≠境が3W/cm2以卜のJ劫††ほMP5()nで

4)トクナであるが,それ以卜の熱≠手品にぉいてはMP500()を抑奨する｡

リ､上′蜘耐熱マイカ仮MP500()について糾介したが,従来の無機門

接イ!絹り仙川MP5()に比較して耐純才帥卜も一段と政1帥･j_卜されて

いる 川.■′二化成卜業株式ヱミ什)

ノミ1 MP 5()00 の 特 什 仙

【

‖L一′ノi■ミニ霊芝デ

MP500()

0.3

0.4

0.5

【),8

1.0

詐解 ズモ

各′l∴く厚さ

＋
一
＋
一
十
一
＋
一
十
一

ー98-

｢mml

▲｢均惇さ

十
一
十
一
＋
一
＋
一
十
一
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出近,電/∵機肘附-■--〝〕小形咋量化,粁汁生】｢り上などの向からこれら

に川いられる■アブネットー7イヤに対してもその鮒線化と性能の向卜

がますます要求されている｢.月川三t-1州でほ導休子羊8一′川り立のエナメ

ノし継が公ノ壬されているが,こjt以卜細くすることほエナメル埴与さ_L,

またェナメ′し線陸川_山こl川越が多く桜彿打伽こもかなりむずかしい-_ノ

エナメル線は噂体が糾いほど引坂東ミさが′+､さく椒扱いが困難とな

り,また皮膜も細く,ピンホールの多_発はほとんど柄桝l勺といえる

し,1椚巣材料による器ほあっても非.ii一に高い弥=_立での使Jl‾JにもTliり杓

を一夏ける｡,

ガラフ そのままの北態で紡錘((■吉うす

い)できないかという考えプル汁ヒ校‥勺■1.‾-てか仁)あったが,づ三什に供

しうる珪削t】-1を得たのほ1950咋代にソ油で成功したのが最糾である′-.

その後†ギリスなどでもこの研究を‾rがけ木肘′1勺なマグネットワイ

ヤあるいほJ+紺〔体として仲川吋再が検.汁されだしてから,ノニー､に電/一

.･'糾Il■lとしての脚光をあびてきた､｡

lT､■′二7‾E線株式会什でも】-1束紡績株式仝什と共1i洞り℃でこの稚ガラ

ス綬章紅梅紳練(舶ノ■■-■名ミラクルワイヤ)のIii+先に成功したのでその雀望

うむノJ法,柑咋,)二想さJtる川途に/‾)いて糾介する.-)

し 製 造 方 法

貼告ノJ法の概蛸を図1で湖明する:二..すなわち,ガラス管小に弧

鎚,その他チップ状の金成を上f入し∴誘増加熱コイルによりガラス

管と金属を加熱才絹虫する｢､下邦よりガラス怖でり憤りすげJPく巻取

斗き抑こ巻き触るl〕

均一なミラクノLワイヤをつくるにほ桁融榔の～んiL岐,巻敏速度,ガ

ラス弔;の送り速度などが厄要な常州項1-tとなるほか,紳かい∴■､(で糾1

心の汁ノ･ユを必要とすることほいうまでもない

2.材料および寸法

月l∠1三のところ被子鎚として棚珪酸系ガラス,噂体として銅,銀,-7

ンガニンの3椎鞍,Jf字体径ほ銅4､10▲り,銀4､12一′′,マンガニン

4､ノ12/∠のものを恍準｢l勺につくることができる.二.

噂体や什卜外繹の測山王ガラスが透明のため顕徴鋭でも叶能であ

るが,そ叫如l=川勺から鵬抗を測出し〃いょLたほうが糾抑勺といえ

る｡

図2に1nn†.〉てに拡大Lたミラクルワイヤを人l=けつt彰と比較して

′Jミす

カラ1う`て'プ去り

ノウう1う1:二

↓舟別Il熱コイノし

＼
朋子ノ｢

/ 巻掛川卜二

モー一夕

｢ズ11 ご ウリ′Lワ†十峯珪J臼IXす
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ル ワ イ ヤ

卜が常体径7/㌧ 仕上径23｡"のミラクルワrヤ,‾Fは毛髪85〃〕

図2 ミラクルワイヤの頗徴鎚写真(×100)

3.電気的特性

ミラク′し】フィヤのどの√部分をとってもピンホー′しはない∴ニれは

従来のエナノノン綿では到任期待できない大きな特長である｡電魚に

エる断線の原田が主としてエナノ′し根のピンホールに起l‾月すること

を考えると,両流電場の使f†‾=こおいて電食を受けないマグネットワ

イヤと称することができようL｡

舷焼電∪三も室温で3,000V,500℃で100V(被超厚0.01mm)以上

をホし,一海獣こ10一′く以‾‾F`のエナノ′し線の水銀中における破壊電rL三は

せいぜい数十Ⅴ以卜であることを考えると電気的にすく＼､れているこ

とがわかる.,

また流L得る電流は何一f.1.良性では導体径にほぼ比例する｡.たとえ

ば噂体径7一′亡の銅増休線の450℃における許打電流は100mAで

-ト
プ

(ヤ)/こ)･′‾.

4.機械的特性

ミラク′しワでヤの引張漉さは噂休の影軍学が比較的′トさくその反面

披但ガラスに依｢fLており一般のエナノ′し線に比べて大きい.｡

たわみ性に′乏し一て耐仙州生は仕上径の約100だ千,すなわち2､3

11ュmである二.

5.化学白勺特性

被怒が棚托酸ガラスのため,各梓の薬品,溶剤に対する抵抗は裁

い-.たとえば酸,7′しカリに対しては,濃硫酸,50%塩酸,25%カ

件ソーダ中で30分間煮沸後長期間子女カくしておいてもなんら変化し

ない=､一般コイルワニスにもおかされない‥

d.端 末 処 ≡哩

ミラク′しワイヤを接続する際,その端+このガラス被恕をほ`て､､必要

がある.こJ化学｢l勺にはフッ化水素酪や溶融力性ソーダ(約300℃くら

い)を別いるが,前掛土崎閃もかかJ)危険も伴うので後者のほうが

よい.′

磯風′l勺にほ十分研倖された未面とてlえ行痢をもつヤットコでJモ喫す

るノブ法が適している二.

7.用 途

ミラクノしり丁ヤは従来のエナノ′し線とはまったく興野〔のマグネッ

ト1フィヤであるため,現在のとこ/)国l勺でほ具体的実H-]例ほ見当た

らないが,叱絹1の■舶巨性として次のようなものをあげることができ

る′､

(1)高舶用リレーコイル

(2)1三′叫捕各種測走講芹具コイ′し.bよびり∽ド根

(3)原√･か制御十か+､形コイル

(4)特殊矧1月気･l--ミニチュ7コイル

そのほか将淡白金導体ができれば小形,高感度のサーチコイ′しと

して人いに利用できよう〔-. (口立電線株式会社)
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日立8印クラス200鋳鍛鋼弁

近年プラントの大容量化,高能率化にともない,

プラントに使用される弁煩にも高い信煩性が要求さ

れるようになってきた｡日立凸印鋳鍛鋼弁はこの

｢高い信煩性+を第1の目標として作られたもので

ある｡ここに紹介するクラス200鋳鍛鋼弁ほ溶接で

きるマレブル･バルブとして作られており,｢高い信

敵性+とともに｢経済性+もかね胎えている弁であ

る｡以下,クラス200鋳鍛鋼弁のおもな特長と製品

の概要を紹介する｡

1.特 長

日_ご亡8印20kg/cm已マレブル･バルブほ,その品質

の優秀性と経済性のために各方面から多大の好言､iそを

得てきたが,このバルブと同じクラスで溶接できる

マレプル･バルブ,またASAクラス150とクラス

300の間のギャップをうめるバルブとして開発され

たのが,この日立8印クラス200鋳鍛鋼弁である｡

日立凸印クラス200鋳鍛鋼弁ほ,弁箱を鋳鋼ある

いは鍛鋼で作り,ふた,ヨークなどにほマレブルを

使用し,弁箱以外の部品には口立8印マレプル･バ

ルブのものをそのまま使用する二

(1)350℃,20kg/cm2に使用できる｡

日立クラス200鋳鍛鋼弁は次の圧力段階に従っ

て使用することができる｡

350℃以下の蒸気,油 20kg/cm2

300℃以下の蒸気,油

220℃以下の蒸気,油

120℃以‾Fの蒸気,油

23kg/cm2

25kg/Cm2

28kg/cm2

一 一題■
‾一軒〉

窒喜色
J/ごっ撃

ノが〈t旨〇⊃

サー-∫､薫逐一

鍛銅クラス 200

溶接形内ネジ王形升

呼ヒ'%B

鋳鋼クラス 200

溶接形外ネジ仕切弁

呼ビ2B

(2)経済的な弁である｡

ふた,ヨークなどにマレプルを使用しているので,安価である｡

アメリカでは従来マレブルの隆秀性が認識され,70kg/cm2の水,

油,ガス用に広くマレブル･バルブが使用されてきたが,これほ

マレブルがバルブ用材料としてつぎのようなすぐれた特性をもっ

ているためである｡

(a)降伏点が高く,圧力70kg/cm2までの分野で用いる材料

として適していること｡

(b)高温で長時間熱処用を行なうため,熱的に安定しており,
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粁鋼クラス 200

溶接形外ネジ玉形介

呼ビHB

鍛綱クラス200

溶接形外ネン王形舟

呼ビ 2B

鋳鋼クラス200 鋳鋼クラス200

フランジ形外ネジ王形介 フランジ形スイング逆心弁
呼ビ4B 呼ビ 4B

図2 日立8印クラス200鋳鍛鋼升

熱ひずみによる漏れの心配がないこと｡

(c)耐食性がすぐれていることし〕

(d)鋳造性,被削性がすぐjtており,加l二度の高い介にイ川j

なこと｡

(e)製造欠陥のない要吉■三-をつくることが容易であること｡

(3)安左した高い品質と長い寿命

自社内で材料から加l二,組立まで一貫して/寸こ産しているので,

あらゆる工程について有機的連けいを保つことができ,占≠-質ほき

わめて安定している｡また,弁痺にはステライトを溶着し,弁棒,

弁体,弁座などにほ口立ヤスキハガネで知られる口上ンニ金属_1二業株

式会社のステンレス鋼を使用しているか仁),高い-■一石既と長い寿命

を保つことができる.一ニ

(4)流過祇抗の少ない形状になっている〔

′トロ径玉形弁は装前スペースを人きくとLT〕ないために約20也

他斜したY形弁にな/つてこぉり,中ロ作_にJ仔介ほ弁箱を流れにそっ

たS形にしているので流れの航杭が少ない′-

(5)ASAに準拠Lている.-ノ

2B以下ほソケ､ソト溶接形を標準とLている..2瀬B以_1二ほ実子?

わせi糾妾形とフランジ形を標準としており,この場合,血閃くj`法,

フランジ寸法はASAクラス3()()の規格に準拠している.二1また製

■【‖-1の憧矧よ卜さ上のと.おりである∴

(.a)柄麒形‾トミ形升

(､b) フランジ形｢三形弁

(C)溶接形f十:切弁

(d) フランジ形什切介

(e′)桁接形逆l卜弁

(f) フランジ形逆J卜介

ー100-

ユ省B-6B

2%Bへノ6fi

lガB～12B

2舛B～12B

妬B～8B

21妄B～8B

(l‾】､■′二金属L業株iし公社)




